
    

 
 

言語活動の充実と学校図書館 ～その理念と背景～  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道 標（みちしるべ）第 32 号 

 

平成 22 年 5 月 19 日 

校長  稲垣  達也 

 

各教科等で学校図書館を活用した指導を多面的に展開する 

など、教育活動全体で言語活動を充実させ、読解力や思考力・判断力・表現力等の課題解決能力、情

報活用能力等を育むとともに、自ら主体的に学ぶ意欲・態度を養うこと。（教育課程編成の一般方針） 

【習 得】 

知識・技能 

 

【活 用】 

思考力・判断力 

 

【探 究】 

自ら学び・自ら考える力 

 

学習活動 

学習場面 主に各教科等 

 

総合的な学習の時間を中心に 

 

平成 16 年 2 月 文化審議会答申 

 

平成 17 年 12 月 文部科学省 

平成 15 年 第 2回調査 平成 16年 12月 公表 OECD 

 

 

これからの時代に求めら

れる国語力は『言語を中心と

した情報を処理･操作する能

力（考える力･感じる力･想像

する力･表す力の４つの力の

統合体）』と、その基盤とな

る『国語の知識、教養･価値

観･感性等』からなる。 

４つの力は国語力の中核

であり、４つの力が具体的な

言語活動として発現したも

のが、「聞く」「話す」「読む」

「書く」という行為である。 

今、求められている“言語活動の充実”

は、「生きる力」を育む重要な視点であり、

学校図書館の活用はその有効な手立てと

考えています。 

中 央 教 育 審 議 会 答 申 

平成 20年 1 月  

平成 20 年 3 月 文部科学省 公示 

小・中学校  学習指導要領 

 

学習指導要領等の改善について 

これからの時代に求められる国語力について 

教育基本法の改正 平成 18年 12月  学校教育法の一部改正 平成 19年 12月  

言語活動の充実は、各教科等を貫く

改善の重要なポイントである。 

 

各学校においては、各教科、総合的な学習の時間等を 

通じて、次のような方向（３つの重点目標）で、改善の取組を行う必要がある。      

【目標１】テキストを理解・評価しながら読む力を高める取組の充実 

【目標２】テキストに基づいて自分の考えを書く力を高める取組の充実 

【目標３】様々な文章や資料を読む機会や、自分の意見を述べたり書いたりする機会の充実  

言 語 に 関 す る 能 力 

 

 
学 習 意 欲 や 学 習 習 慣 

学力要素 

基  盤 

基礎的･基本的な知識･技能 思考力･判断力･表現力等 

読解力向上プログラム 

本調査は、読解の 

知識や技能を実生活の様々な面で直面する課題においてどの

程度活用できるかを評価することを目的としており、これは学

習指導要領がねらいとしている「生きる力」「確かな学力」と

同じ方向性にある。我が国の子どもたちの学力は、読解力（い

わゆる PISA 型「読解力」）に課題があることが示された。 

【PISA 型読解力の定義】 自らの目標を達成し、自らの知識と

可能性を発達させ、効果的に社会に参加するために、書かれた

テキストを理解、利用し、熟考する能力のこと。 

ＰＩＳＡ調査（生徒の学習到達度調査） 
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